









研 究 ノー ト
有機長鎖化合物における相転移現象





























































































図2.DABCO(C18H37Br)2の相転移 におけるラマ ンスペ ク トル変化。
(a}アルキル鎖C-C伸縮領域、(b}ビシクロ環のNC4全対称伸縮。
図2は1,4-Diazabicyclo〔2,2,2)octane(DABCO)の臭化オ クタデ シル塩について測定 した ラマン
スペク トルの温 度:変化で、高温相(>93℃)で は全trans構造 に特有なバ ンドはすべて消失 して液体ア
ルカンに近い スペ クトルへ変化す る。 この相転移は リン脂質のゲル相か ら液晶相への転移に近い。この
場合、 ビシクロ環の725砺1バ ンドの巾が増加 し、分子のイオ ン基部分 にも再配向運動が起 ることを示
唆 している。 この化合物 については高温相で イオ ン電導性が著 しく増す ことが見出 されているが、5この
ような分子運動に関係す るものと思われ る。
全 く別の型の相転移が最近オ レイン酸などの不飽和脂肪酸で見出 され た。オ レイン酸には α、β、 γ
の3変 態があ り(図3)、 αと γの間は可逆的に相転移す る。低周波数域 ラマ ンスペ クトル は γ→ α転
移 に伴 って著 しく巾広 くな りこれが秩序→無秩 序型であ ることを示唆 してい る(図4a)。 この分子は




















































図4、 オ レ イ ン酸 の γ→ α相 転 移 に伴 う
ラマ ン スペ ク トル の 変 化 。(a)低周 波 数
領 域 、(b}C-C伸 縮 領 域 。
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